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      一般社団法人 日本損害保険協会 損害サービス企画部 

試験・医研センターグループ（医研センター） 

交通事故医療に関する研究助成「研究報告会」を名古屋で実施 
～妊婦の特性および交通外傷と研究成果について～ 

一般社団法人日本損害保険協会（会長：新納 啓介）では、医療の進歩発展を促進し、被害者の

早期社会復帰に寄与することを目的として、交通事故医療に関する研究助成を 1994 年度から自賠

責保険の運用益を活用し行っています。本研究助成は年１回公募し、学識経験者で構成される選考

委員会による厳正な選考のうえで助成対象者を決定しており、2023 年度までの採択件数は合計

1,021 件にのぼっています。 

本研究助成で採択された研究内容は年 1回報告する機会を設けており、今年は 2018 年度に採択

された「妊娠子宮に対する自動車運転時のシートベルト装着による物理刺激が子宮および胎児胎盤

に与える影響」について、研究代表者である東京慈恵会医科大学の佐村教授から報告をいただきま

した。本報告会は東京・大阪で実施したところ大変好評だったため、今般名古屋で実施したもので

す。 

本テーマに関する医療研修等が少ないこと、また、妊婦の交通事故による外傷は母体に加え胎児

への影響も大きいため、会場の参加者から多数の質問が寄せられ、また、アンケートでも多くの方

が「満足」と回答いただき、盛況裡に終了しました。 

損保業界では、今後も本助成活動を通じて医療の発展促進と被害者の早期社会復帰につながる活

動を推進してまいります。 

 

■日 時：7 月 21 日（金）13:30～16:00 

■場 所：名古屋銀行協会５階「大ホール」 

■参加者：損害保険会社の損害調査担当者 42 名 

■講 師：東京慈恵会医科大学 産婦人科学講座 教授 佐村 修 先生 

■テーマ：「妊婦の特性および交通外傷と研究成果について」 
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会場の様子 佐村教授 


